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日本原子力学会 標準委員会 システム安全専門部会 水化学管理分科会 
第２０回 ＨＷＣ標準作業会 議事録 

 
１．日 時 ： 平成２５年７月２５日（木） １０：００～１２：００ 
２．場 所 ： 日本原子力発電（株） 本店 ２階 第１１会議室 
３．出席者 ： （敬称略） 
 （委 員）内田、高木、和田、小野、太田丈、久宗、浦邉（寺門代理） 
 （常時参加者）上山、北島、山本、塙、太田信  
４．配布資料 ： 
 ２０－１ 第１９回 ＨＷＣ標準作業会 議事録（案） 
 ２０－２ ＨＷＣ標準作業会 新旧一覧表 
２０－３ 第１４回 水化学管理分科会（PIISC）議事録（案） 
２０－４－１ 水素注入（HWC）標準の基本構想と進捗状況 
２０－４－２ 沸騰水型原子炉一次冷却系の腐食環境の定量評価方法に関す

る基本手順（案）（ＨＷＣ標準原案） 
  
５．議事概要 ： 
 ＨＷＣ標準原案の内容について、水化学管理分科会で説明した結果と、今

後の方針について検討を行った。 
（１）出席者の確認 

 出席者の確認を行い、委員８名中７名出席しており、必要な定足数を満

足していることを確認した。 
（２）第１９回ＨＷＣ標準作業会議事録確認 

 久宗幹事より、資料２０－１「第１９回 ＨＷＣ標準作業会 議事録

（案）」の説明があり、承認された。 
（３）委員の交代について 

久宗幹事より、資料２０－２の説明があり、委員の寺門氏から浦邉氏へ

の異動に伴う交替が了承された。次回の分科会で承認後、正式に交代する。 
（４）水化学管理分科会でのコメントの確認 

 内田主査と久宗委員より資料２０－３の説明があった。 
① 分科会各委員より標準原案に対するコメントを６／２１に締め切り、

分科会当日のコメントと集約した。 
② 標準の内容について、前回Ｖ＆Ｖの説明をしてから日数が経過してい

たこともあり、次回はＶ＆Ｖの手法をより深く理解してもらうために

説明の仕方を考え直す必要がある。 
③ 電力会社にとって、この標準の活用の仕方が不明瞭な恐れがある。よ

り具体的な活用のイメージを明らかにする。例えば、適用例の例示と

して、本標準による腐食電位計算結果に基き、予防保全工法ガイドラ

インから点検周期を評価した例を示すことを検討する。 
④ 評価手順の全体の流れを説明し、各段階が標準のどの項目に対応して

いるという説明も必要との意見があった。 
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（５）ＨＷＣ標準原案について 
 分科会でのコメントに基いて、今後修正すべき箇所について検討した。 
① Ｖ＆Ｖ用のＥＣＰ実験値について標準的な挙動を示すべきか今後検討

する。 
② 標準は白黒版で発行するので、図表を白黒印刷で分かるように見直す。 
③ 図表の単位等の表記を統一する。 
 

（６）今後の進め方 
① 日立と東芝にて、標準原案の本文、附属書、解説について担当を定め、

再度、内容の見直しを行う。次回の作業会は９／２５とするが、事前

に２社にて内容をすり合わせる。 
 
（７）その他 

 次回（第２１回ＨＷＣ標準作業会）は、９月２５日（水）１４：００～

１７：００に原電本店２階(会議室未定)で開催する。 
 

以上 


